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施工説明書 


2009.1 


TOTO 

洗面所暖房機 

TYR 340 型 


製品の機能び十分に発揮されるよ5に、この施工説明書の内容に沿って正し<取日付けて<ださい。 
取り付けをは、お客様にご使用方法を十分にご説明<ださい。 



安全上の注意 


(安全のために必ずお守りください） 


取り付け前に、この「安全上のを意」をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください。） 


♦この説明書では製品を安全に正しく取り付けていただき、 
お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止 
するために、いろいろな表示をしています。 

その表示と意巧は次のよラになっています。 


f 表示 

M T 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いを 
すると、人が死 t または重傷を負ラ可能 
性が想定される内容を示しています。 

A 注意 

^- 

この表示を無視して、誤った取り扱いをす 
ると、人が傷害を負ラ可能性が想定され 
る内容および物的損害の発生が想定され 
る内容を示しています。 J ィ 


•お守りいただく内容の種類を、 
次の絵表示で区分し、説明して 
います。 
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一般禁止 

® 

分解禁止 

A 

回転物禁止 

io 

おず実行 
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ファンゃヒーターに触ったり、物を差し込まない 

感電、けが、やけどのおそれがあります。 


ミ谷室など湿気のをいところには設置しない 

漏電し、製品が故障するおそれがありまず。 


電源ヶースレを傷つけたり、無理な力を加えたりしない 

乂巧、感電のおそれがあります。 









A ま意 


0 


本体仮止め機構は一時的な固定なので、仮止めのまま放置しない 

本体落下による傷害のおそれがあります。 


A 


運転中、フアンやルーパ’一に触れたり、物を差し込まない 

回転による傷害のおそれがあります。 


〇 

^ — 


機器の取り付けは、確実に行ラ 

製品重量【約日. 4 kg 】 に耐えるよう施工方法に従って取り付ける 

本体落下による傷害のおそれがありまず。 





""♦平成14年消防庁告示第1号の基準について 

洗面所暖房機の取り付けには、防災上の規制がある地域がありますので、 
不明な点は所轄の消防署など行政官庁にあらかじめご相談ください。 

(本機器は、社団法人曰本電機工業会で定める「組み込み形などのお室用 
巧類乾燥機の自主試験基準」に準じた試験を実施しています） 

. 温風吹出□および空気吸込□の 10 cm しソ内に巧類を含め、一切のしゃ 
へい物がないこと 



このたびは、 T 0 T 0 洗面所暖房機 TYR 340型をお求めいただき、誠にあ 
りがとラございました。 

取り付けの際は、製品の機能が十分発揮されるよラに、この説明書におつ 
て正しく取り付けてください。 

■製品にはお客様用として、取扱説明書が同捆されています。工事完了後 
は必ずお客様へお渡しください。 

■取扱説明書に付属の保証書には、店名およびお取付曰を必ず記入して< 
ださい。 
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r A 警告 11 

0 

電源コンセントの差し込みびゆるいときや、電源ケープル•プラグび 
傷んでいるときは使用しない 

义災、感電のおそれがありまず。 

電気コ-ドを傷つけたり、無里に脚: f たり、引っ張ったり、ねじったり、束ねたりしなし1 
電源 コー ドが破損し、乂犯感電のおそれがあります。 


絶対に分解したり、修理、改造は行わない 

义災、感電の原因になりまず。 


電気工事は電気設備技術基準や内線規定に基づき、電気工事±の 
巧許を持った方び行ラ。 

接続が不適切な場合は、漏電、感電、発熱、および発义、火剣こなるおそれげあります。 

分電盤に漏電遮断器を設ける 

機器容量にあった専用プレーカーを取り付ける。 

〇 

AC 100 V 、 定格1日 AlU 上のコンセントを単独で使用する 

火災' 発火のおそれがありまず。 

^- 

グリルを外しているときは、電源、プラグを巧く 
また、の出□にものを差し込まない 

感電ずるおそれがあります。※本体停止中ち通電しています。 

指定する電源 ( AC 1 00 V ) lU 外では使用しない 

火災、感電の原因になります。 J , 

fCI 各部の名祿と部品の確認 


で囲つた部品のち無を確認してください。 


本 体 


本体基板- 


グ1」ル 



単四乾電池に本） 
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A 警告 




施工中は、電源プラグ（コンセント）を抜く 

感電するおそれがあります。 


n 施工前の確認 

(1) 壁面に本体取り付け可能な平たん部びあること。また、施工やメンテナンスを 
妨げる障害物びないこと。製品の側面と壁との距離を己 OmmLU 上あけること。 



斜線の範囲に平たん部びあること。ミ豆風び直接当たる所に障害物がないこと。 










n 施工前の確認(つづさ） 

(3) 電源について 


A 

警 

ち 




使用ずるコンセントは AC 1 日 0 V 、 定格1已 AlU 上 
のコンセントを単独で使用ずる 

発火、乂災のおそれがあります。 


〇攀 

専用電源タコ足配線禁止 




電気工事は、電気設備技術基準や内線規定に基づき' 電気工事± 
のを許を持つたちが行ラ 

接続が不適切な場合は、漏電、感電、発熱および発火、义災になるおそれがあります。 


電源コンセントの差し込みがゆるいとをや、電源ケーブル 
プラグが傷んでいるとさは、使用しない 

义災、感電のおそれがあります。 


電源ケーブルを傷つけたり、無理な力を加えたりしない 

义災、感電のおそれがあります。 


電気コードを傷つけたり、無里に曲ブたり、弓1っ張ったり、ねじったり、まねたりしない 
電源コードが破損し、 火災、 感電のおそれがありまず。 
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9位置巧め 


平たん部 495mmU 上 


(1) 取り付け位置をミ夫めます。 

①「田施工前の確認」を参照し、 

取り付け位置を巧めます。 

③取付位置に自由度びある場合は、 

ち図の位置で、本体をちの少な 
くとち一ちの取付巧び間柱の位 
置となることをおすすめします。 

(2) 据付金具の固定ねじ位置をけがさます。 

/////万'' 


'I — 

广 つ 

ィ 


WMM/MM 




2 m 程度 


照明スイッチと 
同じ高さ 


'平たん部 
- 32日 mmK 上 


リモコン 



(単位 mm) 


F 


仮固定とけがを 

(1) 据付金具を同捆のタツピンねじ （04X3 已2本）で取り付けます。 

① でさるだけ間柱に固定し、できない場 
合は同個のアンカーなどを使って固定 
して < ださい。 

② 同個のアンカーの下巧は 06mm です。 


(2) 本体を据付金具に引っ掛けます。 


アンカー 


タ ッ ピンね じ 
(04x35 2本) 


が席 



据付金具は必ず使用してください。 

万一の器具の落下をふせぎます。 


(3) 水準器を当て水平レベルを確認しなび5本体の固定ねじ位置をけがさます。 

※本体を据付金具に弓 I つ掛けると本体び傾きますので必ず水平レベルを ffi 認して 
<ださい。 



上図円内の取付巧か6をち2力巧、合計4力所む上で 
固定してください。 


裏面へつづ< 


(2) LU 下のような場合には、現場手配にて別途工事が必要になります。 

① 中空構造の壁や板厚び薄い壁、±壁などで本体の質量【約 5.4k 邑】をま持でさない場合 
^壁の補強エ事がお要です。 

② 分電整に100V、 20A の空きブレーカーがない場合 

ーエンク□ブレーカー(単体露出工事用ルブレーカー)などの設置が必要です。 

③ ブレーカー容量(契約電流)が足りない場合 

一所轄の電力会社へ連絡し、契約電流の変更が必要です。 
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I が画 



施工前の巧認 


今 


リモ n ン①取り付け 


令 


本体の取り付け 


令 


仮固定とけびき 


今 


位置みめ 


〔試運乾 














































































































































































































































































































































El 本体の取り付け 

本体に水準器を当て水平レぺ)レを確認しなが S 同おのタツピンねじ （ 0 4 X 3己)で 
固定します。 

① 本体をちの少なくとも一ちの取付巧 (2 力巧 lil 上)を間柱に固定し、間柱に固定 
できない場合は同捆のアンカーなどを使って固定してください。 

壁び石こ5ボードの場合、ボードアンカーは必ず金属製のカサ式(巿販品)のちの 
で壁の厚さに適したちのをご使用ください。 

② 同 t 困のアンカーの下巧は0日 mm です。 


fr 




本体仮止めは一時的な固定なので、仮止めのまま設置しない 
A ま意 機器の取り付けは確実に行ラ 

本体落下による傷害のおそれがあります。 







④本体ケースとグ U ルの上端面を合 
わせカバーを取0付けます。 

(矢印方向） 



凸 


本体の取り付け（つづを） 

⑥グリルをねじで固定します。 （3 力所) 


グ IJ ルと本体ケ- 
スがはまつている 
ことを確認 


電線類をかみ込まないよラ注意 
して < ださい。 

異音や振動や故障の原因となり 

も _ J 


⑥フィルターとグ U ルキャップを取 
り付けます。 



突起部を差し込む m 部に本)を差し込む 


フィルターを確実に取り付けて 
ください。内部にほこりなどが 
入り、故障するおそれがあります。 

V y 


⑦表面ノはルを取り付けます。 

•上部引掛け部に力所） 

を差し込む。 

•下部弓 I 掛け部に力所） 
をはめる。 



表面パネルの 
掛け部に力所） 


上部引掛け部に力所) 






グリル上部の 
引掛け部に力所) 



⑧電源プラグを差し込みます。 


表献はル下部の引掛け部 
に力所） 






P リモコンの取り付け 

① U モコ ン ホルダーを 取り付け位置に 
合わせます。 

② 1」モコンホルタ'—を付属の取付ねじ 
(¢4.1 X 1巨2本)で壁に固定します。 

③ IJ モコンに電池を入れます。 

④ U モコン本体を U モコンホルダーに 
取り付けてください。 

※ミ谷室内に取り付けると故障の原因に 
なります。 




■動作確認 
(1) ドライヤー 

①「ドライヤー」ボタンを巧して本体の吹出口 
か5温風び出ていることを確認してください。 
③「止」ボタンを巧して停止を確認してください。 

に）暖 房 

①「暖房」ボタンを巧して本体の吹出□か5温 
風び出ていることを確認してください。 

③「止」ボタンを巧して停止を確認してください。 

③ リモコンの r 暖/止」ボタンを巧して本体の巧出 
□か5温風び出ていることを確認してください。 

④ U モコンの「暖/止」ボタンを巧して停止を確認 
して < ださい。 

(3) 涼 風 

①「涼風」ボタンを巧して本体の吹出□か S 風 
び出ていることを確認してください。 

③「止」ボタンを巧して停止を確認してください。 


暖房 

穿'風 

ドライ中一 

の評議 

_ I .し I 向巧を里お 


を!^に?.’弓3 


〔止 I E ラィャ -) 
G 暖房] I 窓 HI 




0 00 〇〇 00 
巧面巧 


のトサービ口**〇 
mcn の-101。巧 TOTOJi ッ * ナジ; 



♦暖房やドライヤー運転のボタンを巧した直後はすぐには温風は出ません。 
徐々に温度が上がっていさます。 

♦運お停止後は機器の保護のため約20砂間運転び継続する場合びあります。 














































































































































































試運鼠時に不具合が生じた S チェックポイントを再確認してくださし、。 


動作不具合の内容 

チェックポイント 

動作しない 

電源は正しく接続されていますか？ 

電源は ON になっていますか？ 

^電源を正しく接続し、電源を ON にしてください。 

異常音、振動がある 

本体が ffi 実に壁に取り付いていますか？ 

一確実に固定してください。 

フアンに段ボールなどび詰まっていませんか？ 

一詰まっていた6取り除いてください。 

グリルが電線をかみ込んで浮いていませんか？ 

一内部の電線がグ U ルに当た5ないよ5整線し直してくだ 
さい。 


試運転(設定変更)のあとは 


■工事店様へ 

施工をは、同捆の r 取扱説日月書(保証書付)」をお客様にお渡しし、器具の使いかたに 
ついて説明してください。 

取扱説明書に付属の保罰書には、店名およびお取付曰を必ず記入してください。 



再生紙を使用しています。 

























